
地域高規格道路「松本糸魚川連絡道路」 
平成 30 年（2018 年）の主な経過 

長野県 建設部 道路建設課  

H29年 

国道 148 号 改良事業推進 
 ▶白馬村 白馬北工区が事業化 

 ・雨中バイパスのトンネル残土を有効活用する計画 

 ▶小谷村 雨中バイパスのトンネル工事発注 

 ・北側の 2 号トンネル（約 750m）の工事を発注 

H30年 
2月 

大町市街地区間の今後の進め方等について説明 

 ▶大町市都市計画審議会及び大町市議会へ説明（2/22） 

 ▶その後、関係団体及び市民との意見交換会を開催（5～12 月） 

 ▶交通状況の改善等、様々な意見が交わされる 

9月 
安曇野市が意見集約会を開催（9/11） 
 ▶地域の意見集約を図るため安曇野市が主体となって実施 

 ▶関係者約 70名が参加し、多数の意見が交わされる 

11 月 

国道 148 号 白馬村 白馬北工区（用地買収完了） 
 ▶事故多発箇所対策としてカーブや勾配を緩くする改良事業 

 ▶計画道路の用地買収が完了 

 （当該箇所は現道を活用する区間として想定） 

11 月 

国道 148 号 小谷村 雨中バイパス（橋脚 1 基完成） 

 ▶村中心部の交通量が多く、騒音･振動が著しい区間のバイパス事業 

 ▶橋梁（131.5ｍ）の下部工事のうち橋脚 1 基が完成 

 （地域高規格道路と同等の規格で整備） 

11 月 

安曇野市による「松本糸魚川連絡道路」建設事業に関する要望（11/22） 

 ▶安曇野市長及び安曇野市議会議長が連名により県建設部長への要望を実施 

 ▶Ａルートの実現性を含め、地域の理解が得られるルートの詳細な調査、再検討を要望 

 ▶県は、要望を重く受け止め、真摯に対応する旨を回答 

通年 

安曇野市～大町市間において関係者協議や各種調査等を実施 

 ▶新設区間：関係者との協議や、計画案への配慮事項の検討等を実施 

 ▶現道活用区間：関係者との協議や、高瀬右岸道路の交通状況調査等を実施 

 ▶大町市街地区間：関係者との協議や、ルート帯の選定に向けた検討等を実施 
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